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第　

回
３３

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
８
月　
２１

日
の
午
後
５
時
ま
で
に
環
境
保
全
課

（
11
７
２
４
・
２
７
１
１
）
へ
ご
連
絡

下
さ
い
。

○
日
時　

８
月　

日
（
水
）
午
後
６
時

２２

　

分
〜
８
時　

分

３０

３０

○
会
場　

森
野
分
庁
舎
４
階
第
２
会
議

室○
議
題　

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ
グ

ラ
ム
等
の
実
績
に
つ
い
て
・
他

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１０

町
田
市
環
境
審
議
会

　

ま
ち
だ
中
央
公
民
館
で
は
、
公
民
館

長
の
諮
問
機
関
と
し
て
、
ま
た
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
し
た
公
民
館

運
営
を
目
指
す
た
め
に
、
公
民
館
運
営

審
議
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

同
審
議
会
は
、
学
校
長
、
学
識
経
験

者
、
市
民
の
代
表
（
社
会
教
育
関
係

者
）
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
市
民

の
代
表
に
よ
る
委
員
に
欠
員
が
生
じ
ま

し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
欠
員
分
１
人
の

委
員
を
選
出
す
る
た
め
、
説
明
会
を
行

い
ま
す
。
参
加
希
望
の
方
は
直
接
会
場

へ
お
い
で
下
さ
い
（
①
か
②
い
ず
れ
か

出
席
願
い
ま
す
）
。

　

な
お
、
委
員
候
補
者
が
複
数
名
に
な

っ
た
場
合
、
９
月　

日
午
後
６
時
か
ら

１８

行
わ
れ
る
調
整
会
に
も
候
補
者
全
員
ご

出
席
い
た
だ
き
ま
す
。

義
務
教
育
就
学
児
医
療
費
助
成
制
度

申
請
は
お
済
み
で
す
か

　
　

月
１
日
か
ら
、
市
内
に
住
所
の
あ

１０
る
小
・
中
学
生
の
お
子
さ
ん
を
養
育
し

て
い
る
保
護
者
を
対
象
と
し
た
医
療
費

助
成
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。
お
子
さ
ん

の
医
療
費
（
保
険
診
療
分
）
の
１
割
を

助
成
し
ま
す
（
自
己
負
担
額
が
２
割
と

な
り
ま
す
）
。
こ
の
制
度
に
は
保
護
者

の
所
得
制
限
が
あ
り
、
限
度
額
以
上
の

方
は
資
格
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

（
所
得
制
限
は
児
童
手
当
と
同
じ
額
で

す
。
詳
細
は
所
得
限
度
額
表
（
左
表
参

照
）
を
ご
覧
下
さ
い
）
。

　

対
象
の
方
で
申
請
書
を
提
出
さ
れ
て

い
な
い
方
は
お
早
め
に
子
ど
も
総
務
課

へ
ご
提
出
下
さ
い
。

　

５
月　

日
現
在
、
市
内
に
住
民
登
録

２３

さ
れ
て
い
た
方
に
は
既
に
申
請
書
を
郵

送
し
て
い
ま
す
。
申
請
書
が
無
い
方
は

子
ど
も
総
務
課
窓
口
ま
で
お
い
で
下
さ

い
。
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
生
活
保
護
受
給
者
、
○障
 

医
療
証
（
心

身
障
害
者
医
療
費
助
成
）
、
○親
 

医
療
証

（
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
）
を

お
持
ち
の
方
は
対
象
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の　

お
子
さ
ん
の

健
康
保
険
証
の
コ
ピ
ー
、
２
０
０
７
年

度
（
２
０
０
６
年
中
）
所
得
証
明
書

（
児
童
手
当
用
）

※
所
得
証
明
書
は
１
月
２
日
以
降
町
田

市
に
転
入
さ
れ
た
方
の
み
必
要
と
な
り

ま
す
。
１
月
１
日
に
住
民
登
録
し
て
い

た
市
区
町
村
か
ら
お
取
り
下
さ
い
。
子

ど
も
総
務
課
へ
他
の
制
度
で
提
出
済
の

場
合
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

○
申
請
書
類
の
提
出
先　

子
ど
も
総
務

課
（
〒　

－

８
５
２
０
、
中
町
１－

　

１９４

２０

－

　

）
２３

○
医
療
証
の
送
付
に
つ
い
て　

所
得
等

の
審
査
の
結
果
、
認
定
の
方
に
は
医
療

証
を
、
資
格
を
持
て
な
い
方
に
は
却
下

通
知
を
お
子
さ
ん
の
住
所
地
へ
郵
送
し

ま
す
。
申
請
が
遅
れ
ま
す
と　

月
１
日

１０

ま
で
に
医
療
証
を
お
届
け
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
町
田
市
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
（
11
７
２
４
・
５
６
５
６
）

へ
。

□問
 

子
ど
も
総
務
課
11
７
２
４
・
２
１
３

９

委
員
選
出
説
明
会

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の

更
新
を
行
い
ま
す

　

現
在
、
使
用
し
て
い
る
被
保
険
者
証

の
有
効
期
限
は
９
月　

日
ま
で
で
す
。

３０

　

月
１
日
か
ら
有
効
の
新
し
い
被
保
険

１０者
証
は
、
９
月
に
な
り
ま
し
た
ら
、
配

達
記
録
に
て
順
次
発
送
し
ま
す
が
、
留

守
が
多
い
な
ど
郵
便
で
は
都
合
の
悪
い

方
は
電
話
予
約
の
う
え
、
国
保
年
金
課

に
お
い
で
下
さ
い
。

○
予
約
期
限　

８
月　

日
（
金
）
ま
で

１７

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
午
前
８
時　
３０

分
〜
午
後
５
時

○
お
渡
し
日
時　

９
月　

日
（
火
）
〜

１８

　

日
（
金
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

２１○
お
渡
し
場
所　

市
役
所
本
庁
舎
４
階

国
保
年
金
課

○
お
渡
し
す
る
方　

世
帯
主
ま
た
は
世

帯
主
の
委
任
を
受
け
た
同
世
帯
の
家
族

○
受
け
取
り
に
必
要
な
も
の　

①
現
在

使
用
中
の
保
険
証
②
印
鑑
③
世
帯
主
か

ら
の
委
任
状
（
家
族
の
場
合
）

□問
 

国
保
年
金
課
11
７
２
４
・
２
１
２
４

○障
 

受
給
者
証

更

新

し

ま

す

　

重
度
障
が
い
者
（
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
・
２
級
、
内
部
障
が
い
は
３
級
も

含
む
。
愛
の
手
帳
１
度
・
２
度
）
の
方

は
障
が
い
福
祉
課
へ
お
返
し
下
さ
い
。

□問
 

障
が
い
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
３

６
、
6
７
２
４
・
１
１
９
１

病
者
で
あ
る
夫
の
公
務
死
に
よ
り
、
公

務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
の
年
金
受
給

権
を
取
得
し
た
妻

○
支
給
内
容　

①
継
続
支
給
＝
額
面
１

０
０
万
円
〜　

万
円
（
軽
症
者
は
半

６０

額
、
継
続
回
数
に
よ
り
額
面
金
額
は
異

な
り
ま
す
）
、　

年
償
還
の
記
名
国
債

１０

②
新
規
支
給
＝
額
面　

万
円
（
軽
症
者

３０

は
半
額
）
、　

年
償
還
の
記
名
国
債
③

１０

特
例
支
給
＝
額
面
５
万
円
、
５
年
償
還

の
記
名
国
債
④
戦
没
者
妻
へ
の
移
行
＝

額
面
２
０
０
万
円
〜　

万
円
（
継
続
回

６０

数
に
よ
り
額
面
金
額
は
異
な
り
ま
す
）、

　

年
償
還
の
記
名
国
債

１０○
請
求
期
限　

２
０
０
９
年
９
月　

日
３０

ま
で

○
請
求
先　

福
祉
総
務
課
11
７
２
４
・

２
５
３
７
、
6
７
２
４
・
１
１
８
７

○
受
給
権
に
関
す
る
相
談　

福
祉
総
務

課
ま
た
は
東
京
都
福
祉
保
健
局
生
活
福

祉
部
計
画
課
恩
給
係
（
11　

・
５
３
２

０３

０
・
４
０
７
７
、
6　

・
５
３
８
８
・

０３

１
４
０
３
）
へ
。

　

２
０
０
６
年
に
特
別
給
付
金
国
債
の

最
終
償
還
を
迎
え
た
戦
傷
病
者
等
の
妻

ま
た
は
新
た
に
増
加
恩
給
、
傷
病
年

金
、
障
害
年
金
、
障
害
一
時
金
等
を
受

給
し
た
戦
傷
病
者
等
の
妻
に
特
別
給
付

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
支
給
対
象　

①
継
続
支
給
＝
２
０
０

６
年　

月
１
日
に
お
い
て
増
加
恩
給
等

１０

の
給
付
を
受
け
、
第
５
款
症
以
上
の
障

が
い
を
有
す
る
戦
傷
病
者
の
妻
②
新
規

支
給
＝
２
０
０
３
年
４
月
１
日
に
お
い

て
増
加
恩
給
等
の
給
付
を
受
け
、
第
５

款
症
以
上
の
障
が
い
を
有
す
る
戦
傷
病

者
の
妻
ま
た
は
２
０
０
３
年
４
月
１
日

〜
２
０
０
６
年
９
月　

日
に
前
記
の
夫

３０

が
死
亡
し
た
妻
③
特
例
支
給
＝
１
９
９

６
年　

月
１
日
（
前
回
新
規
支
給
の
場

１０

合
は
１
９
９
３
年
４
月
１
日
）
〜
２
０

０
３
年
３
月　

日
に
戦
傷
病
者
で
あ
る

３１

夫
が
死
亡
し
た
妻
④
戦
没
者
妻
へ
の
移

行
＝
１
９
９
６
年　

月
１
日
（
前
回
新

１０

規
支
給
の
場
合
は
１
９
９
３
年
４
月
１

日
）
〜
２
０
０
３
年
３
月　

日
に
戦
傷

３１

①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

４
、
右
記
３
以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖

父
母
④
兄
弟
姉
妹

５
、
右
記
１
か
ら
４
以
外
の
ご
遺
族

で
、
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続

き
１
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た

三
親
等
内
の
親
族

※
支
給
対
象
遺
族
は
、
戦
没
者
等
の
死

亡
当
時
に
現
存
し
て
い
た
こ
と
が
要
件

と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
子
に
つ
い

て
は
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
胎
児
も

含
ま
れ
ま
す
。

○
請
求
期
限　

２
０
０
８
年
３
月　

日
３１

○
請
求
先　

福
祉
総
務
課
11
７
２
４
・

２
５
３
７
、
6
７
２
４
・
１
１
８
７

○
受
給
権
に
関
す
る
相
談　

福
祉
総
務

課
ま
た
は
東
京
都
福
祉
保
健
局
生
活
福

祉
部
計
画
課
恩
給
係
（
11　

・
５
３
２

０３

０
・
４
０
７
７
、
6　

・
５
３
８
８
・

０３

１
４
０
３
）
へ
。

特
別
弔
慰
金
の
請
求
は

お

済

み

で

す

か

戦
没
者
等
の
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

【
請
求
期
限
は
２
０
０
８
年
３
月　

日
３１

で
す
】

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
、
２
０
０
５
年
４
月
１
日
に
お
い
て

遺
族
年
金
等
を
受
け
取
る
方
が
い
な
い

場
合
に
、
額
面　

万
円
、　

年
償
還
の

４０

１０

記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
ご
遺
族
は
次
の
順
番
に

よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
で
す
。

１
、
弔
慰
金
の
受
給
権
者

２
、
戦
没
者
等
の
子

３
、
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て

お
り
、
戦
没
者
等
と
氏
が
同
じ
で
あ
る

ま
ち
だ
中
央
公
民
館
・
公
民
館
運
営
審

議
会

特
別
給
付
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

戦
傷
病
者
等
の
妻
の
皆
さ
ん
へ

児
童
扶
養
手
当
（
ひ
と
り
親
の
手
当
）

を
受
給
中
の
方
、
支
給
停
止
中
の
方

　

現
在
児
童
扶
養
手
当
（
ひ
と
り
親
の

手
当
）
を
受
給
中
ま
た
は
支
給
停
止
中

の
方
は
、
８
月
中
に
現
況
届
の
提
出
が

必
要
で
す
。
対
象
の
方
に
は
す
で
に
現

況
届
の
用
紙
を
送
付
し
て
い
ま
す
の

で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
８
月

　

日
ま
で
に
子
ど
も
総
務
課
へ
提
出
し

３１て
下
さ
い
。

　

現
在
支
給
停
止
中
で
手
当
を
受
給
し

て
い
な
い
方
も
、
現
況
届
の
提
出
が
必

要
で
す
。
現
況
届
の
提
出
が
な
い
場
合

は
、　

月
振
込
分
以
降
の
手
当
が
停
止

１２

に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

□問
 

子
ど
も
総
務
課
11
７
２
４
・
２
１
４

３

現
況
届
の
提
出
を

を
対
象
と
し
た
受
給
者
証
（
た
だ
し
、

所
得
制
限
額
を
超
え
る
方
【
下
表
参

照
】
、
重
度
障
が
い
者
と
な
ら
れ
た
年

齢
が　

歳
以
上
の
方
、
○老
 

医
療
受
給
者

６５

証
を
お
持
ち
で
住
民
税
が
課
税
の
方
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）
の
更
新
が
行
わ

れ
ま
す
。
引
き
続
き
助
成
が
受
け
ら
れ

る
方
に
は
９
月
か
ら
の
新
し
い
受
給
者

証
を
８
月
下
旬
頃
送
付
し
ま
す
。
ま

た
、
所
得
が
基
準
額
を
超
え
る
な
ど
で

受
給
資
格
の
な
く
な
る
方
に
は
、
資
格

消
滅
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
以
前
に
所
得
超
過
で
受
給
資

格
を
喪
失
し
た
方
も
所
得
【
下
表
参

照
】
に
よ
っ
て
再
び
該
当
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。
有
効
期
限
の
過
ぎ
た
受
給
者
証

　

町
田
市
民
ホ
ー
ル
を
会
場
に
し
て
、

環
境
を
テ
ー
マ
に
し
た
博
物
館
が
開
館

し
ま
す
。

　

ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
や
天
然
ガ
ス
自
動

車
、
燃
料
電
池
な
ど
の
先
進
技
術
の
展

示
や
地
球
環
境
を
テ
ー
マ
と
し
た
児
童

絵
画
、
市
内
の
小
・
中
学
校
、
団
体
な

ど
の
取
り
組
み
の
紹
介
、
リ
サ
イ
ク
ル

粘
土
体
験
、
環
境
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
な

ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

○
日
時　

８
月　

日
（
土
）
午
前　

時

１８

１１

〜
午
後
４
時
、　

日
（
日
）
午
前　

時

１９

１０

　

分
〜
午
後
４
時

３０

○
会
場　

町
田
市
民
ホ
ー
ル

□問
 

環
境
保
全
課
11
７
２
４
・
２
７
１

１
、
町
田
市
民
ホ
ー
ル
11
７
２
８
・
４

３
０
０

【
親
子
で
作
る
木
の
実
の
工
作
】

　

木
の
実
や
小
枝
で
置
物
を
作
り
ま

す
。

○
対
象　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

○
日
時　

８
月　

日
（
日
）
午
前
９
時

１９

　

分
〜
正
午
（
雨
天
実
施
）

３０○
会
場　

同
公
園
「
森
の
家
」

○
定
員　
　

組
（
申
し
込
み
順
）

１５

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

か
し
の
木
山

か
し
の
木
山
自
然
公
園

自
然
公
園

地地
球球
一一
日日
博博
物物
館館

〜
み
ん
な
で
考
え
る
地
球
の
環
境
〜

〜
み
ん
な
で
考
え
る
地
球
の
環
境
〜

○
日
時　

①
８
月　

日
（
火
）
午
後
２

２８

時
か
ら
②
同
日
午
後
６
時
か
ら

○
会
場　

ま
ち
だ
中
央
公
民
館
・
①
は

学
習
室
４
②
は
美
術
工
芸
室

□問
 

ま
ち
だ
中
央
公
民
館
11
７
２
８
・
０

０
７
１

控除額一覧表

相当額雑損・医療費控除

相当額小規模企業共済等掛金控除

 ６０，０００円老人扶養控除（１人につき）

 ６０，０００円老人控除対象配偶者控除

２７０，０００円障害者控除

４００，０００円特別障害者控除

２７０，０００円寡婦（夫）控除

３５０，０００円特定寡婦控除

２７０，０００円勤労学生控除

▲２００６年全日本ソーラーカーチャ
ンピオンシップ燃料電池部門で３
連覇を果たしたアポロンディーヌ
号（玉川大学）

２００７年度（２００６年中）所得限度額表

厚生年金等加入国民年金加入または
年金未加入

税法上の
扶養人数

５，４００，０００円４，６８０，０００円０人

５，７８０，０００円５，０６０，０００円１人

６，１６０，０００円５，４４０，０００円２人

６，５４０，０００円５，８２０，０００円３人

６，９２０，０００円６，２００，０００円４人

１人増えるごとに３８０，０００円加算

※扶養人数とは２００６年中の税法上の扶養人数です。
※上記の所得限度額表は、一律控除８万円を加算して表示して
います。
※所得（給与所得者は給与所得控除後の額）から控除額一覧表
の該当額を控除した額を所得限度額表と比較して下さい。

○
申
し
込
み　

直
接
ま
た
は
電
話
で
午

前
９
時
〜
午

後
４
時
に
か

し
の
木
山
自

然
公
園
「
森

の
家
」
（
11

７
２
４
・
１

６
６
０
）

へ
。

　　　　　　　所得制限基準額　（単位：千円）

２００７年９月１日～２００８年８月３１日適用期間

２００６年中収入（所得）収入期間

５人４人３人２人１人０人扶養親族
等の数

所
得
制
限
額 ５，５０４５，１２４４，７４４４，３６４３，９８４３，６０４基準額

※基準額を超える方は対象になりません。
※２０歳未満の方は国民健康保険の世帯主等の所得です。
※２０歳以上の方は、障がい者ご本人の所得です。

口
座
番
号
＝
０
１
７
３
０－

３－

２
５
３
２
３　

※
郵
便
局
か
ら
送
金
し
て
下
さ
い
（
９
月　

日
ま
で
）　

日
本
赤
十
字
社
東
京
都
支
部

２８

口
座
名
義
＝
日
本
赤
十
字
社
宮
崎
県
支
部　

※
通
信
欄
に
「
台
風
義
援
金
」
と
明
記
し
て
下
さ
い　

11　

・
５
２
７
３
・
６
７
４
３

０３
□問
 

　

画
面
い
っ
ぱ
い
に
堂
々
と
描
か
れ
た

植
物
、
遠
景
に
神
秘
的
な
山
々
や
密

林
、
中
景
に
は
ヤ
シ
の
木
も
見
え
ま

す
。
花
び
ら
は
ビ
ロ
ー
ド
の
よ
う
な
質

感
で
、
滴
り
落
ち
る
水
滴
は
ガ
ラ
ス
の

よ
う
な
透
明
感
を 
湛 
え
て
い
ま
す
。
描

た
た

か
れ
て
い
る
の
は 
月  
桃 
と
い
う
美
し
い

げ
っ 
と
う

名
の
植
物
で
、
沖
縄
か
ら
南
ア
ジ
ア
に

か
け
て
広
く
分
布
し
ま
す
。
版
画
と
は

信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
濃
厚
な
こ
の
色
彩

は
、
何
枚
も
版
を
刷
り
重
ね
る
驚
異
的

な
銅
版
画
の
技
法
で

表
現
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

色
鮮
や
か
な
版
画

を
も
と
め
、
人
々
は

長
い
間
じ
つ
に
さ
ま

ざ
ま
な
工
夫
を
こ
ら

し
て
き
ま
し
た
。
こ

町
田
市
民
ホ
ー
ル
事
業�

※
電
話
は
お
か
け
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。�

休

館

日
　
第
１
・
３
月
曜
日（
祝
日
の
と
き
は
そ
の
翌
日
）�

受
付
時
間
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時�

問

町
田
市
民
ホ
ー
ル
1
７
２
８
・
４
３
０
０�

□�

指
定
管
理
者
を

募

集

し

ま

す

○
対
象
施
設　

鶴
川
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

（
鶴
川
６－

５
、
鶴
川
第
三
小
学
校

内
）

○
応
募
資
格　

市
内
で
子
ど
も
に
関
す

犬
・
猫
た
ち
に
あ
た
た
か
い
家
庭
を

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実

施

し

ま

す

　

犬
・
猫
た
ち
の
新
た
な
飼
い
主
を
探

す
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。
飼

育
を
希
望
し
て
い
る
方
は
ぜ
ひ
お
い
で

下
さ
い
。
ま
た
、
や
む
を
得
な
い
事
情

に
よ
り
飼
育
の
継
続
が
困
難
に
な
っ
た

た
め
、
飼
育
し
て
る
犬
・
猫
の
新
た
な

飼
い
主
を
探
し
た
い
方
は
申
し
込
ん
で

下
さ
い
。
犬
・
猫
の
飼
育
相
談
コ
ー
ナ

ー
も
併
設
し
ま
す
。
相
談
の
み
の
方
も

お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　

８
月　

日
（
日
）
午
前　

時

２６

１０

〜
正
午
（
雨
天
実
施
）

○
会
場　

境
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

【
犬
・
猫
の
飼
育
を
希
望
し
て
い
る

方
】

　

当
日
は
、
住
所
・
氏
名
が
確
認
で
き

る
も
の
を
ご
持
参
下
さ
い
。
ま
た
、
実

際
に
譲
渡
す
る
か
ど
う
か
は
、
会
場
で

面
接
の
う
え
、
動
物
と
の
適
性
も
含
め

な
が
ら
主
催
者
側
で
決
定
し
ま
す
。
当

日
の
引
き
渡
し
は
行
い
ま
せ
ん
。

【
犬
・
猫
の
新
た
な
飼
い
主
を
探
し
た

い
方
】

　

犬
・
猫
の
写
真
を
お
持
ち
に
な
り
、

環
境
保
全
課
ま
で
申
し
込
ん
で
下
さ

い
。
申
込
窓
口
は
毎
週
火
曜
日
午
後
２

時
〜
３
時
に
設
置
し
ま
す
。
健
康
診
断

受
診
等
の
義
務
が
あ
り
ま
す
の
で
、
時

間
の
余
裕
を
も
っ
て
申
し
込
ん
で
下
さ

い
。

○
主
催　

ま
ち
だ
動
物
愛
護
の
つ
ど
い

実
行
委
員
会

国
際
版
画
美
術
館

【
創
作
講
座
／
木
版
画　

色
彩
の 
愉 
し

た
の

み　

－

か
た
ち
と
色
の
ひ
ろ
が
り－

】

　

い
く
つ
も
の
版
の
重
な
り
に
よ
る
色

彩
の
豊
か
さ
と
形
の
変
化
を
楽
し
み
ま

す
。

○
期
日　

９
月　

日
〜　

月　

日
（
毎

１２

１１

１４

週
水
曜
日
、
全　

回
）

１０

○
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

○
会
場　

同
館
・
ア
ト
リ
エ

○
内
容　

水
性
木
版
画
（
多
色
刷
り
）

○
講
師　

版
画
家
・
木
村
繁
之
氏

○
定
員　
　

人
１４

○
費
用　

１
万
８
０
０
０
円

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
市
内
在
住
及

び
過
去
５
年
以
内
に
同
館
主
催
の
講
座

を
受
け
て
い
な
い
方
を
優
先
の
う
え
、

抽
選
し
ま
す
。

【
体
験
講
座
リ
ト
グ
ラ
フ
】

　

リ
ト
グ
ラ
フ
は
描
い
た
タ
ッ
チ
を
そ

の
ま
ま
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
魅
力
的

な
版
画
で
す
。

○
期
日　

９
月　

日
、　

日
、　

月
５

２１

２８

１０

日
（
い
ず
れ
も
金
曜
日
、
全
３
回
）

○
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

○
会
場　

同
館
・
版
画
工
房

○
内
容　

単
色
作
品
の
制
作

○
講
師　

同
館
学
芸
員

○
定
員　

８
人

と

こ

と

こ

親
と
子
の
交
流
ひ
ろ
ば

　

子
育
て
の
楽
し
み
、
悩
み
を
語
り
合

っ
て
子
育
て
力
を
ア
ッ
プ
し
ま
せ
ん

か
。

○
対
象　

第
一
子
の　

か
月
以
上
２
歳

１０

未
満
の
子
と
そ
の
親
で
全
３
回
通
し
て

参
加
で
き
る
方

○
期
日　

８
月　

日
、　

日
、
９
月
４

２１

２８

日
（
い
ず
れ
も
火
曜
日
）

○
時
間　

午
後
２
時
〜
４
時

○
会
場　

ま
ち
だ
中
央
公
民
館

○
定
員　
　

組
（
申
し
込
み
順
）

１５

○
申
し
込
み　

８
月　

日
午
前
９
時
か

１１

ら
電
話
で
ま
ち
だ
中
央
公
民
館
（
11
７

２
８
・
０
０
７
１
）
へ
。

る
施
設
の
運
営
実
績
が
あ
る
学
校
法

人
、
社
会
福
祉
法
人
及
び
特
定
非
営
利

活
動
法
人
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
こ
と

○
指
定
期
間　

２
０
０
８
年
４
月
１
日

〜
２
０
１
１
年
３
月　

日
３１

○
事
務
説
明
会　

８
月　

日
（
火
）
午

２１

前　

時
か
ら

１０
○
会
場　

市
役
所
森
野
分
庁
舎
４
階
第

一
会
議
室

○
応
募
期
限　

９
月　

日
（
火
）
午
後

１１

５
時
ま
で
に
直
接
児
童
青
少
年
課
へ
。

※
詳
細
は
募
集
要
項
を
ご
覧
下
さ
い
。

２
０
０
８
年
度

　

月　

日
（
水
）

１０

１７

午
後
６
時　

分
開
演

３０

５
０
０
円

（
税
込
、
全
席
自
由
）

　

お
申
し
込
み
後
、
当
日
会
場
で
お
支

払
い
下
さ
い
。

○
出
演　

平
泉
泰
興
（
チ
ェ
ロ
）
、
松

浦
健
（
ピ
ア
ノ
）
、
金
久
保
裕
之
（
ピ

ア
ノ
）

○
演
奏
曲
目　

シ
ュ
ー
マ
ン
・
幻
想
曲

o
p
.1
7

、
リ
ス
ト
・
波
を
渡
る
パ

オ
ラ
の
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
、
ブ
ロ
ッ
ホ

・
「
ユ
ダ
ヤ
人
の
生
活
」
、
シ
ョ
パ
ン

・
ラ
ル
ゴ
（
チ
ェ
ロ
ソ
ナ
タ
よ
り
）
他

※
や
む
を
得
ぬ
事
情
に
よ
り
曲
目
等
を

変
更
す
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
予

め
ご
了
承
下
さ
い
。

※
３
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
か
ら
入
場
で

き
ま
す
。

【
８
月　

日
正
午
か
ら
電
話
予
約
受
付

１２

開
始
】

　

入
場
希
望
の
方
は
電
話
で
町
田
市
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
11
7
2
4
・
5
6

5
6
）
へ
。

８
月　

日
（
日
）
本
選

２６

○
開
演　

午
前　

時　

分

１０

３０

○
入
場
料　

１
０
０
０
円
（
税
込
）

（
チ
ケ
ッ
ト
発
売
中
）

町
田
か
ら
世
界
に
は
ば
た
く

町
田
か
ら
世
界
に
は
ば
た
く

若
き
３
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る

若
き
３
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る

名
曲
コ
ン
サ
ー
ト

名
曲
コ
ン
サ
ー
ト

町
田
市
音
楽
協
会

町
田
市
音
楽
協
会
・・

（
財
）
町
田

（
財
）
町
田
市
文
化
・

市
文
化
・
国
際
交
流
財
団
共
催
事
業

国
際
交
流
財
団
共
催
事
業

第

回
全
国
町
田
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル

第　

回
全
国
町
田
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル

３２３２

▲

平
泉
泰
興

▲

金
久
保
裕
之

▲

松
浦
健

3

問 

国
際
版
画
美
術
館
1
７
２
６
・
２
７
７
１
�

□
�

美
術
館
こ
の
１
点�

美
術
館
こ
の
１
点�

色
鮮
や
か
な

色
鮮
や
か
な
��
植
物
の
王
国

植
物
の
王
国
��
の
世
界

の
世
界

の
作
品
は
そ
の
努
力
の
一
つ
の
頂
点
と

も
い
う
べ
き
力
作
で
、
植
物
学
者
リ
ン

ネ
の
業
績
を
顕
彰
す
る
た
め
に
作
ら
れ

た
版
画
集
『
フ
ロ
ー
ラ
の
神
殿
』
の
１

点
で
す
。
こ
こ
で
は
通
常
の
植
物
図
譜

を
超
え
た
、
�
植
物
の
王
国
�
と
で
も

呼
び
た
い
世
界
と
出
会
え
ま
す
。
８
月

　

日
か
ら
開
催
さ
れ
る
「
カ
ラ
フ
ル
・

１１ワ
ー
ル
ド
！
版
画
と
色
彩
展
」
（
総
出

品
数
約
１
３
０
点
）
で
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
お
出
か
け
下
さ
い
。『フローラの神殿』より「ゲ

ットウ」１８０１年　銅版多色刷
り、手彩色　５１８×３８８㎜

　

第
６
回
を
迎
え
る
「
花
」
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
の
応
募
作
品
の
受
付
を
８
月　
２０

日
か
ら
開
始
し
ま
す
（
９
月　

日
ま

２０

で
）
。
六
つ
切
（
ワ
イ
ド
可
）
も
し
く

は
Ａ
４
の
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
で
、
撮
影

地
は
問
い
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
「
応
募

要
綱
」
「
応
募
票
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

同
館
と
障
が
い
福
祉
課
で
配
布
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
同
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
:/
/
w
w
w
.p
h
m
u
s
e
.c
o

m

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

「雨上がりのハス」栗林栄市（新潟県三島郡）
昨年度秋山庄太郎賞受賞作品

町
田
市
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン�

町
田
市
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン�

「
秋
山
庄
太
郎
美
術
館
」

秋
山
庄
太
郎
美
術
館
」か
ら
の
お
知
ら
せ

か
ら
の
お
知
ら
せ�

「
秋
山
庄
太
郎
美
術
館
」か
ら
の
お
知
ら
せ�

1
７
３
６
・
８
２
８
１�

第
６
回
や
く
し
の
森
市
民
学
芸
祭

第
６
回
や
く
し
の
森
市
民
学
芸
祭

秋
山
庄
太
郎
記
念

秋
山
庄
太
郎
記
念

「
花
」
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

「
花
」
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

作
品
募
集

に
講
座
名
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
・
年
齢
（
講
座
の
内
容
、
進
行
に

必
要
。
記
入
は
任
意
）
・
電
話
番
号
を

明
記
し
、
８
月　

日
ま
で
（
必
着
）
に

２１

国
際
版
画
美
術
館
普
及
係
（
〒　

－

０

１９４

０
１
３
、
原
町
田
４－

　

－

１
、
11
７

２８

２
６
・
２
８
８
９
）
へ
。

○
費
用　

４
８
０
０
円

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
市
内
在
住
及

び
同
館
の
講
座
の
受
講
経
験
が
無
い
方

を
優
先
の
う
え
抽
選
し
ま
す
。

◇

○
対
象　

未
経
験
者
、
初
心
者

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
の
往
信
面

□問
 

環
境
保
全
課
11
７
２
４
・
２
７
１
１

　

早
打
ち
ス
タ
ー
マ
イ
ン
が
中
心
の
絢
爛
豪
華
な
花
火
で

す
。
約
８
０
０
０
発
の
花
火
が
相
模
川
の
夜
空
を
彩
り
ま

す
。

○
日
時　

８
月　

日
（
土
）
午
後
７
時　

分
〜
８
時　

分

２５

３０

４５

※
荒
天
時
は　

日
（
日
）
に
延
期
の
場
合
有
り

２６

○
会
場　

水
郷
田
名
相
模
川
高
田
橋
上
流

○
交
通　

Ｊ
Ｒ
横
浜
線
淵
野
辺
駅
南
口
か
ら
水
郷
田
名
行

き
バ
ス
で
「
高
田
橋
」
下
車
（
通
常　

分
、
混
雑
時
１
２

３０

０
分
以
上
）

※　

日
か
ら
当
日
ま
で
、
開
催
の
お
知
ら
せ
を
テ
レ
フ
ォ

２４
ン
サ
ー
ビ
ス
（
有
料
）
で
行
い
ま
す
。

11
０
１
８
０
・
９
９
３
・
８
７
１

　
　
　

□問
 

相
模
原
市
観
光
振
興
課
11
７
６
９
・
８
２
３
６

相 模 原 市 �

となりのとなりの�
まちからまちから�
となりの�
まちから� 祝祝　新新「相模原市「相模原市」」誕生誕生

相相模模原原納納涼涼花花火火大大会会

※
募
集
要
項
及
び
申
請
書
は
児
童
青
少

年
課
に
あ
り
ま
す
。

□問
 

児
童
青
少
年
課
11
７
２
４
・
２
１
８

２

ご
協
力
を　

宮
崎
県
台
風
５
号
被
害
義
援
金


